
今月の
　記念日

おおさか自治体の仲間　2023年５月15日　第393号 ４５ 2023年５月15日　第393号　おおさか自治体の仲間

　きざみ揚げを甘辛く炊いて、「寿司めし」にのせていただく、おいしい給食メ
ニュー「こぎつね寿司」を紹介します。

こぎつね寿司

吹田市職労　東澤　隆一さん

協力：現業評議会・給食部会

材料（４人分）
■ 油揚げ２枚、豚肉50ｇ、ニンジン40ｇ、なたね油２ｇ、調味料（砂糖10ｇ、濃
口しょうゆ15ｇ、酒４ｇ）、だし昆布0.5ｇ、削り節２ｇ、水80～100ｇ、寿司
めし２合ほど

①昆布と削り節でだしをとります。
②豚肉は小さめ（３ｇ程度）に切ります。油揚げは細かく切って油抜きをしま
す。にんじんは千切りにします。

③フライパンか鍋になたね油を敷いて、豚肉とニンジンを炒めます。
④だしと調味料を入れ、きざんだ油揚げを入れます。
⑤煮含めたら、できあがり。
⑥用意しておいた「寿司めし」にかけてお召し上がりください。
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大
き
な
口
に

　
　

吸
い
込
ま
れ
そ
う

　

大
阪
市
浪
速
区
に
あ
る
神
社
で
、
国
道

26
号
線
の
大
き
な
道
路
を
北
へ
走
り
「
元

町
３
北
」
を
左
へ
曲
が
る
と
す
ぐ
に
大
き

な
鳥
居
が
右
手
に
見
え
ま
す
。
鳥
居
を
く

ぐ
る
と
す
ぐ
に
「
獅し

子し

殿で
ん

」
と
呼
ば
れ
る

大
き
な
獅
子
が
い
る
な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク

な
神
社
で
す
。

　

な
ん
で
も
、
学
業
向
上
や
合
格
祈
願
を

す
る
学
生
さ
ん
や
、
勝
負
運
が
つ
く
と
言

わ
れ
少
年
野
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
が
、
参
拝
に
来
ら
れ
る
と
の

こ
と
。

　

夏
祭
り
や
節
分
と
い
っ
た
夜
の
行
事
や

お
正
月
な
ど
に
、
境
内
の
明
り
の
ひ
と
つ

と
し
て
獅
子
の
目
が
光
る
そ
う
で
す
。
高

さ
は
12
メ
ー
ト
ル
奥
行
き
７
メ
ー
ト
ル
幅

７
メ
ー
ト
ル
、
１
９
７
４
年
（
昭
和
49

年
）
５
月
に
本
殿
竣
工
と
共
に
完
成
さ
れ

ま
し
た
。

神
様
も
「
家
族
円
満
」

　

難
波
八
阪
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
様

は
「
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
」
で
、
八や

ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
を
退
治

し
た
こ
と
で
有
名
で
す
。
厄
除
け
、
疫
病

退
散
、
商
売
繁
盛
、
農
耕
殖
産
の
ご
利
益

が
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
八
岐
大
蛇
の

生
贄
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
助

け
ら
れ
、
後
に
素
戔
嗚
尊
の
妻
と
な
っ
た

奇く
し
い
な
だ
ひ
め
の
み
こ
と

稲
田
姫
命
も
一
緒
に
祀
ら
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
は
縁
結
び
、
夫
婦
円
満
、
安
産
の

ご
利
益
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
２
人

の
間
に
産
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
祀
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
よ
。

　

ま
た
、
毎
年
１
月
の
第
３
日
曜
日
に
行

わ
れ
て
い
る
綱つ
な

引ひ
き

神し
ん

事じ

は
御
祭
神
で
あ
る

素
盞
嗚
尊
が
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
、
民
衆

の
困
苦
を
除
か
れ
た
故
事
に
基
づ
き
始
め

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
、
２
０
０
１
年
に
大

阪
市
で
初
め
て
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

難
なん

波
ば

八
や

阪
さか

神
じん

社
じゃ

大阪市
浪速区

　「世の中には、頑張っても報われない人、頑張ろうにも頑張れない人、頑張りすぎて心
と体を壊した人...たちがいます。頑張る前から、『所詮お前なんか』『どうせ私なんて』と
頑張る意欲を挫かれる人たちもいます。あなたたちの頑張りを、どうぞ自分が勝ち抜くた
めだけに使わないでください。恵まれた環境と恵まれた能力とを、恵まれないひとびとを
貶めるためにではなく、そういう人々を助けるために使ってください。そして強がらず、
自分の弱さを認め、支え合って生きてください」東京大学の新入生に向けた挨拶です。

　1235年（文暦２年）のこの日、公家・歌人の藤原定家（1162～1241年）によって『小倉百人一首』が完成され
ました。藤原定家の日記『明月記』の文暦２年５月27日の項に、定家が親友の宇都宮入道蓮生（頼綱）の求めに
応じて書写した和歌百首の色紙が、京都・嵯峨の小倉山荘（嵯峨中院山荘）の障子に貼られたとの記述があり、
この記事が小倉百人一首の初出ではないかと考えられています。百人一首とは、100人の歌人の和歌を、１人１
首ずつ選んでつくった和歌集のことです。通常、百人一首といえば『小倉百人一首』を指し、歌がるたとして広
く用いられています。藤原定家が選んだ100首の内訳は、恋43、四季32、旅４、別離１、その他20です。

あなたたちの頑張りを
自分が勝ち抜くためだけに
使わないでください

５月27日
百人一首の日

　

ア
メ
リ
カ
で
の
先
行
上
映
で
全
米
を
席

巻
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
初
日
か
ら

日
本
上
映
で
も
い
き
な
り
興
行
収
入
第
１

位
に
。
世
界
的
人
気
の
任
天
堂
ア
ク
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
」
シ
リ
ー

ズ
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
映
画
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
配
管
工
を
営
む
双
子

の
兄
弟
マ
リ
オ
と
ル
イ
ー
ジ
が
、
水
漏
れ

の
工
事
を
修
理
し
て
い
る
う
ち
に
、
謎
の

土
管
を
通
じ
て
魔
法
に
満
ち
た
世
界
に
迷

い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
は
な
れ
ば
な
れ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
兄
弟
で
す
が
、
マ
リ

オ
は
ピ
ー
チ
姫
の
い
る
世
界
に
紛
れ
込
み

ま
す
。
そ
こ
で
は
世
界
征
服
を
ね
ら
う
ク

ッ
パ
が
攻
め
込
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

マ
リ
オ
と
ピ
ー
チ
姫
、
そ
し
て
再
会
し
た

ル
イ
ー
ジ
た
ち
は
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た

力
で
、
世
界
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
い

き
ま
す
。

　

マ
リ
オ
と
ル
イ
ー
ジ
の
ほ
か
に
、
ピ
ー

チ
姫
、
ク
ッ
パ
、
キ
ノ
ピ
オ
、
ド
ン
キ
ー

コ
ン
グ
、
ヨ
ッ
シ
ー
な
ど
、
人
気
ゲ
ー
ム

シ
リ
ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
た
く
さ
ん
登
場
し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
感
覚

の
延
長
の
よ
う
な
早
い
テ
ン
ポ
と
展
開

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ア

ニ
メ
映
画
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

映
画
は
日
本
語
吹
き
替
え
で
す
。
日
本

語
版
で
は
マ
リ
オ
を
宮
野
真
守
、
ピ
ー
チ

姫
を
志
田
有
彩
、
ル
イ
ー
ジ
を
畠
中
祐
、

ク
ッ
パ
を
三
宅
健
太
、
キ
ノ
ピ
オ
を
関
智

一
が
務
め
て
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
全
国
上

映
中
。
上
映
時
間
94
分
。

映
画
館
で

　
　
　

家
族
そ
ろ
っ
て
マ
リ
オ
の
冒
険
に

上野　千鶴子　
（1948年～　東京大学名誉教授）

大
き
な
口
を
開
け
て
皆
を
守
る
獅
子
殿

113

神社のシンボル
迫力ある魔よけの獅子


